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は
贸
易
金
融
改
善
の
手
段
と
し
，て
餛
行
引
愛
手

.形

.制
度 

を
提
唱
し
、
同
時
に
：金
融
手
形
の

W

受
を
も
鑑
慂
し
特 

に
其
の
®

削
引
規
定
迄
も
設
け
、
；
割
引
利
率
は
從
來
の 

國
債
擔
保
の
割
引
手
形
ど
同
様
ビ
な
し
以
で
工
業
金
融 

の
疏
通
を
圖
ら
ん̂
せ
り
。
&

し

乍

ら

從

來

普-1
&

嚴

行
 

がH

業
資
金
貸
出
を
爲
さe
ぅ

し

は

其

の

主

因

資

金

.の 

缺
乏
せ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
工
業
.家
及
.び
其
の
經
營
‘せ 

るH

業
者
の
狀
態
の
明
か.な
ら
ざ
り
し
に
在&

o

故
'に 

手
形
引
变
制
度
を
設X

る
も
其
のm

本
た
る
投
資
目
的 

物
の
調
资
が
完
全
に
行
は
る
、
こ
^

、
な
，る
に
あ
ら
ざ 

::
n

ば
手
形
，の
引
受
は
行
は
れ
ず
.、
從
つ
て
如
何
に
日
本 

銀
行
に
於
て
苒
割
引
釔
爲
す
も
エ
業
金
融
の
疏
通

5:

期
，
 

す
る
能
は
ぎ
る
な̂
^
:,
;
故
に
金
融
•手
形
の
引
受
に
依
る 

.工

業

資

金

の

調

達

も

結

靥

大

エ

*,

會
社
：に
限
ら
れ、
從 

來

間

題

の

中

當

爲

甘

し

泰X

業

の

金

融

は

管

解 

^
を
見
6-

能
は
ざ
る。J 5

0
'

、
な
S,な
.き
や
。
珠
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tjx.

接

取

*

;
© ;
_

形
_
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 人

の r
.

，
銀

行

の

苒

割

；

^

す

る

命

魏

.を

形

資
產
、"
信
用
及
其
の
、資
金
0
用
途
等
種
‘々

の
點
に
1 :
タ

て
嚴
密
な
る
調
蜜
を
經
ざ
るV

か
ら
ざ
る
を
，以
て
此
，方

法
^

於
て
ゴ
業
資
金
を
得
る
は
容
易
0

事
に
ぁ
ら
ざ
4
 

ベ
し
。F

、
結

論
 

要

す

る

に

日

本

：銀

行

.が

今

囘

提

鳴

し

た

る

鈒

行

刃

受 

手
形
腿
度
の
眼
目
:̂
す
る
所
皆
、
外
資
易
金
融
の
疏
通 

'
を
圖
办
、
內
はH

業

金

融

.を

圓

滑

に

し

以

て

國

內

產

業 

の
*
持
發
殷
に
絡
め 

>
對
外
貿
舄
を
維
持
伸
張
し
て
鳴
. 

後
國
カ
み
發
M

を
期
せ
ん
と
す
る
に
«

る
.や
明
か
，に
_
、
‘ 

銀
行
業
者
も
商H

業
者
も
相
俱
に
其
の
.意
の
布
す
る
所 

を
體
し
、
引
受
手
形
の
普
及
に
努
め
以
て
邦
^

の
«

®
 

に
資
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
な
る
が
、
亂
時
こ
之 

が
提
唱
者
に
於
て
も
览
に
活
服
を
開
き
、
跟
に
一
.
に
#
 

殊
銀
行
の
爲
替
資
金
調
連
ど
.云
ふ
.
が

如

さ

點

ょ

り

離

れ 

て
ヽ

我
が
.阈

海

外

銀.行

の
.發

：展

をBI
.
6國

際

命

馳

上

に

I

0

l

f
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.
，
.
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我

國

，の'池
.位
.'を
；高

，む'る
”に
，..努

め
.，.ぎ
'るV

か
-ら

‘す

.■
』

叉
.

H

業
金
*

に
對
L

f
淡
エ
.業
調
渣
猶
關
?>
發

達

を

：促_
 

進
す
る
の
途
を
講
じ
、
內
國
：商
業
信
用
手
形
0'
引
受
に 

就
て
本
之
が
實
行
R

相
當
の
注
意
を
挪
は
ざ
る
ベ
か
ら 

ず
。「

遮
莫
日
本
鈒
行
が
今
囘
引
受
手
形
を
提
唱
し
爾
來 

:

之
が
獎
_

に
努
力
し
つ
、
あ
る
は
佘
聚
鈒
行
業
者
ビ
k
 

て

感

謝

の

至

に

堪

ヘ

中

:°
銀

行

業

者

及

商

工

業

者

の

協 

力
に
依
り
：て
漸
次
發
達
ぜ
ん> J 

f

希

®

し

て

止

ま

ざ 

る

な

^
'
。
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含
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以
上
述
べ
た
る
が
如
く
、
歷
史
的
法
則
が
一
の
文
^

 

價
値
を
■■
§

御
と
.しV

、
し
か
あ
ら
ん
と
す
る
行
程
に
於 

‘け
る
當
爲
0 .

法
則
な
り
ビ
す
る
は
、
人
‘間
社
會
に
於
け

る

合

法

：牲

則

(

G
e
ss'
z
m̂'
’s
i
g
k
e
s

が 

一
I:
;
最

高

目

的-
— 

丨

文

化(K
u
l
t
u
r
)

K
歸

ー

せ

ら

る

，

>
こ
と
に
依
つ
て
の 

み

解

決

せG

る

、
'が

故

な

^
^
シ

ュ
タ

ム
ラ
ー

も

云ベ
る 

が
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
#
的
科
學
の
硏
究
は
一
に
普
遍 

.的
合
法
則
性
を
假
定
し
、I

I

識
の
普
遍
的
妥
當
性
に
基 

い
て
の
：み
、
其
の
價
値
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
此
の 

假
定
な
く
し
て
は
、
其
の
研
究
の
存
在
*

の
®
明
を
す 

ら
な
し
能
は
ざ
る
な
b

。
即
ち
人
瀕
社
會
に
於
て
先
天 

的

苽

る

文

化-@
的

を

假

定

す

る
こ
と
に
依
つ
て
、
飴
め 

て
こ 

> に
社
會
的
合
法
則
#

を
是
認
し
得
、
社
#
的
合 

法

則

性

を

是

認

す

る

こ

.ど

に

依

0

て
、
こ
、
に一

の
文 

化

的

法

則

——

歷
史
的
.法
則
を
承
認
し
得
べ
し
。

經
濟
柄
史
觀
雜
は
す
で
に
前
述
せ
る
が
如
く
、
人
類 

.の
社
會
生
活
に
於
け
る
觀
念
的
粟
素
を
.排
斥
し
て
、
唯 

1

に
.經
濟
を
以
つ
，て
社
會
生
浩
.の
中
心
な
b

ピ
カ
說
す 

る
i

の
な
り
。即
ち
社
會
生
$

一
 

元
的
に
觀
念
し
ヤ
 ヽ

其
の
根
本
に
存
す
.る

社

會

的

合

法

則

性

を

"
%

質

的

の

$
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看
(J

三
六
/v〕

、

雑
' 
錄

經

濟

的

炎

觀

駿

倒

値

J
&
の
、
'並
び
R
31
の
®

程
の
內
に
求
め
ん
ビ
す
る
も
..の 

//
ひ

斯
if
&

は
设
か
に
マ
ル
ク
ス
が
へ
ー
ゲ
ダ_

.̂

I 

殊
に
其
の
過
激
的
即
ち
所
謂
左
黨
的
影
響
を
受
け
た
る 

も
の
に
し
て
、
其
の
盡
く
を
ば
是
認
す
る
こ
と
を
得
ざ 

る
も
の
な
り
。

今
極
め
て
前
堪
に
へ
ー
グ
ル
，の
歷
史
哲
學
を
，
一
瞥
ぜ 

ん
に
、

へ
ー
ゲ
ル
®
擧
の
意
義
を
總
括
し
て
是
を
云
へ 

ば
新
歷
史
的
意
義
の
哲
學
的
表
出
な
b

w

な
す
こ
ビ
を
：
 

得
：ベ
し
。

へ
ー
ダ
ダ
の
歷
史
的
硏
究
法
は
菩
<
の
理
脞 

に
訴
へ
て
合
理
的
な
ぅ
ビ
：思
惟
せ
：じ
む
る
特
純
的
概
準
：
 

に
依
b

て
判
斷
せ
ん
ビ
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、

一
の
事
. 

實
は
常
に
典
の
環
象
、
狀
態
と
其
の
镟
す
べ
き
殺
目
と 

に
依
^V

て
判
斷
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
b

。
換
言
す
れ
ば 

理
性
は
外
的
標
难
た
ら
す
し
て
、
經
驗
の
現
象
其
の
物 

R

體
現
せ
ら
れ
て
存
在
す
る

の
み
。
吾
人
は
事
物
を
判 

斷
す
ベ
き
吾
人
自
身
の
標
準
を
立
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
り 

■:̂
: A
m
.» ^
.

«

.: f

.

'̂-
l

3展
す
る
を
注
視
し
て
、
' '若
し
吾
人

鹡
十
號
一
一
八

に
し
て
能
ふ
べ
く
ん
ば
、
此
の
開
诞
內
に
含
唆
る
、
法 

則
を
發
見
す
べ
き
の
か
。

'
.故
に
‘若
し
菩
人
が
自
己
の
自 

也
意
思
を
以.つ
て
、
自
己
の
自
由
の
た
め
‘に
努
力
す
る 

が
勿
く
思
惟
す
る
も
の
あ5>
(ば
、
そ
は®

R「

裡
性
の
，
 

狡
智」(List der 
<

§
目
3
に
飜
弄
さ
れ
た
る
爲
め
に 

過
ぎ
ず
。
吾
人«
何
等
の
自
由
意
.思
的
カ
を
有
ず
る
も 

の
に
あ
ら
ず"
事
物
は
一
に
正
反
合
の
辯
證
的
發
胜
0:
. 

流
に
從
ひ
て«.
々
す
る
の
み
と
。

マ
ル
ク
ス
は
へ
ー
ゲ
ル
の
此
の
思
想
の
影
響
を
受
け 

て
、
社
會
生
活
の
根
本
的
決
定
を
利
益
心
な
り
ビ
思
考 

し
、
經
濟
的
刺
益
：の
み
.を
重

3?
視
し
、

一
に
是
に
依
.
つ 

て
複
雜
多
樣
な
る
人
生
の
事
實
を
一
元
的
に
解
釋
せ
ん 

と
，せ
り
。
.
其
の
社
會
生
活
の
祖
本
的
決
定
を
利
益
心
ゼ 

な
し
た
る
こ
と
は
不
當̂
あ
ら
ざ
る
も
、
す
で
に
タ
ユ 

1
ガ
シ
。
パ
ラ
ノ
.，
ゥ
ス
キ
ー
も
指
摘
せ
る
が
如
く
V

「

經

濟
0
み
■力
‘自
己
保
.存

.0
本
能
：；(sel.bsterhaltu 
月s

t
r
i
e
b
)

, 

に

役

立

つ

」

ビ

旭

傕

す

る

汰

飢

野

な

，
る

詉

f
f
iへ<

.J'
£

^

_

_

i

’
r 

H
る

を
3

S

し

て

，

若

ん

吾

人

-

に

役

立

つ

」

S

思

惟

す

る•は
.姐

野

次.，
る

詉

.

ber 

J-a
'
u
m

) 

ĥyo,然
乍
ら
乙V
に
殊
に
重
火
な
る.

誤
®

は
單
に
社
會
的
瑰
象
を
_

然

科

.學

的

因

果

律

攸

侬

つ
て
の
，み
解
释
せ
ん
と
し
て
、
毫
も
人
類
文
化
の
合
目

的
性
'に
傲
意
せ
ざ
b
し
己
.ど
な
：

CN 
S
す
。,
 
一J

は
へ
丨
ゲ

W
哲
學
の
影
響
の
必
然
的
結
果
な
b

と
雖
も
、
す
で
に

.
へ

ー

ゲ

ル

辩

學

は

ゥ

ィ

ン

デ
ル
^
ン
ド
等
に
依
づ
て
反

“駁
？
れ
た
り
。
然
れ
ざ
も
今
は
是
に
就
て
深
く
論
及
せ 

ざ
る
べ
一
し
0

.
:

:

.逛
に
：マ
ル
ク
ス
の
唯
物
與
觀
論
が
反
對
的
發
達
：の
觀 

念
^
—

即
ち
相
反
對
す
る
ー
一
互
に
相
衝
突
す
る 

Y J

と
に
依
つ
て
、
社
會
が
务
達
進
步
す
る
て
ふ
思
想
を 

合
有
す
る
♦か
た
め
に
、
往V

に
しV

.

經
濟
的
史
«
論
が 

辦
謂
法
則
性
を
有
す
ミ
思
考
る
、
が
如
し
。
然
し
な 

が
ら
斯
如
き
覜
念
は
常
に
妥
當
性
を
有
す
る
も
の
.に
ぁ 

ら
.す
。
一
一
個
の
現
象
の
相
衝
突
す
る
時
、
必
ず
し
も
文 

化
の
發
展
を
惹
起
す
る
も
の
に
ぁ
ら
ず
。
M

に
又
社
會 

的
現
象
は
常
に
窜
に
ニ
個
の
現
象
の
相
»

夂
す
る
に
北 

第
十
三
盤
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' 
.雜
‘
錄經濟

的
^
猢
論

-冬
も
0
に
.も
あ
ら
す
。
時
に
多
數
現
象
の
錯
綜
す
る
を 

見
る
。
而
も
又
社
會
現
象
に
於
て
厳
密
な
る
意
味
の
段 

然
科
.學
的
法
則
性
を
..認
む

る
.

を
#ざ
る

。

勿
論
な
.る 

に
、
そ
こ
に
自
然
科
學
的
法
則
あ
り
ビ
思
惟
す
る
は
_ 

.f
o
斯
如
き
は
社
會
生
活
の
合
法
則
性
を
補
へ
た
る 

も
の
な
り
と
云
ふ
こ
ビ
を
得
ず
。
セ
ジ
グ
マ
ン
の
如
き 

も
明
白
に
是
を_
»せ
.ず
し
て
相
混
淆
せ
る
が
如
し
。

マ
ル
ク
ス
ま
び
に
其
の
後
*
«
が

dtppia

を
反
斥 

し
て
、最
高
目
的
に
對
し
て
は
何
が
必
5?(Notwendig) 

な
る
か
を
^
ん
た
め
に
、
、經
濟
的
現
象
の
發
M
過
程
及 

び
傾
向
を
論
究
せ
ん
ヒ
す
る
な
办
ヒ
せ
ば
、
此
の
點
に 

於
て
は
何
等
反
對
す
べ
き
點
を
發
見
す
る
こ
VJ

J:
得
ざ 

る
.ベ
し
。
.然
れ
ど
を
唯
こ
れ
を
以
つ
て
膣
ち
に
人
生
最 

終
：の
目
的
な
b
と
思
惟
す
る
こ
^
}
は
是
認
し
能
は
，
ざ
る 

な
ク
。
何
と
な
れ
ば
經
濟
的
發
展
は
文
化
の
目
的
.全
部 

に
あ
ら
ず
。
且
亦
眞0
文
化
目
的
に
對
し
て
は
、
寧
ろ 

其
の
手
段
た
れ
ば
な
&
。

.
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ニ
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.以
上
は
®

に
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
觀
論
の
所
謂
法
則
1>
て
、
前
者
を
®

ベ
し
て
.、
新
し
き
文
化
の
發
诞
を
見 

性
を
批
評
し
た
る
に
北
ま
る
。
然
ら
ば
經
濟
的
史
猶
論
る
に
隹
る
べ
し
。
，而
し
て
又
か
、
る
見
地
ょ
り
し
て
の 

そ
の
も
の
は)

〕

、
に
云

ふ

：歷

史

的

法

則

と

如

：

1
:な
る
.關
み
社
會
制
度
の
軍
命
は
避
認
す
る
こ
ヒ
を
得
る
も
の
な 

:

係
を
洧
す
る
や
。
会
は
».
獬
的
史
職
論
が
职
當
な
る
社
6

ミ
信
す
。
然
る
に
斯
如
き
現
象
の
生
^-
る
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